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国土交通省大臣官房官庁営繕部電子入札運用基準

（建設工事及び建設コンサルタント業務等）

１．紙入札承諾の基準

１－１当初から紙入札での参加を認める基準

発注者 本官・分任官 は 入札 見積を含む 以下同じ に参加しようとする者 以（ ） 、 （ 。 。） （

「 」 。） 、 （ ） 、下 入札参加者 という から 紙入札方式参加承諾願 様式１ が提出されたときは

次の各号に該当する場合に限り、従来の紙による入札（以下「紙入札」という ）を承諾。

するものとする。

なお、紙入札方式参加承諾願の提出にあたっては、紙入札業者入力表（様式２）を併せ

て提出させるものとする。

一 ＷＴＯ対象案件において、紙入札を希望する場合

二 入札参加者側にやむを得ない事由があると認められる場合

＜やむを得ない事由の例示＞

①電子証明書（以下「ＩＣカード」という ）が失効、閉塞、破損等で使用できな。

くなり、ＩＣカード再発行の申請（準備）中の場合

②電子入札導入の準備を行っているが、間に合わなかった場合

１－２電子入札から紙入札への変更を認める基準

電子入札システムによる入札（以下「電子入札」という ）による手続きの開始後、入。

札参加者から紙入札への変更を求められた場合、第１回目の入札締切通知書発行日時まで

の間で、やむを得ないと認められる事由により電子入札の続行が不可能であり、かつ全体

の入札手続に影響がないと認められる場合についてのみ、当該入札参加者について、電子

入札から紙入札への変更を認めるものとする。

＜やむを得ない事由の例示＞

①システム障害により締切に間に合わない場合

②ＩＣカードが失効、閉塞、破損等で使用不可となった場合

１－３紙入札に移行する場合の取扱い

前項の規定により、紙入札への変更を認めた場合は、当該入札参加者について、すみや

かに紙入札により入札に参加する業者（以下「紙入札業者」という ）として登録するも。

のとし、当該入札参加者に対し、紙入札業者としての登録後においては電子入札にかかる

作業を行わないよう指示するものとする。ただし、既に実施済みの電子入札システムによ

る書類の送受信は有効なものとして取り扱い、別途の交付又は受領手続きを要しないもの

とする。

また、電子入札システムにより指名通知書を既に発行済みの場合は、紙入札での参加に

ついての情報のみ公開し、電子入札での参加についての情報は非公開として取り扱うもの
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とする。


